
一 般
質 問

あまくさ市議会だより 9 あまくさ市議会だより 8

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の状況や将来に対する方針などを質問
するもので、定例会に限って行なわれます。
　今回の一般質問は12月11日から13日までの３日間で行い、15人の議員が質問に
立ちました。掲載原稿は質問者本人が要約したものです。

若
山  

多
く
の
退
職
者
に
対
し
て
採
用

を
ど
う
考
え
る
の
か
。
ま
た
、
臨
時
・

非
常
勤
職
員
に
対
し
て
処
遇
改
善
の
考

え
は
な
い
の
か
。

総
務
部　

  

職
員
の
採
用
は
、
基
本
的

に
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
い
て
実
施

し
て
い
る
。
大
幅
な
退
職
者
数
が
あ
る

場
合
、
計
画
の
範
囲
内
で
検
討
し
て
い

く
。
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善

は
、育
児
休
業
制
度
や
有
給
休
暇
制
度
、

通
勤
手
当
等
、
改
善
す
べ
き
は
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

若
山  

処
遇
改
善
に
向
け
て
法
律
の
改

正
を
市
長
会
で
検
討
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

市
長  

慎
重
な
調
査
研
究
や
総
合
的
な

検
討
を
重
ね
て
、
検
討
し
た
い
。

若
山  

地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る
指
導
者
へ
の
支
援
を
考
え
て
い
な
い

の
か
。

地
域
振
興
部　

地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

は
、心
身
の
健
全
な
育
成
や
病
気
予
防
、

ひ
い
て
は
明
る
く
活
力
あ
る
街
づ
く
り

に
繋
が
る
。指
導
者
の
確
保
や
育
成
は
、

関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

若
山  

農
業
に
お
け
る
経
営
安
定
対
策

と
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
は
。

経
済
部　

  

減
反
政
策
に
お
い
て
転
作

作
物
へ
の
交
付
金
が
交
付
さ
れ
て
い

る
。
６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
も
本

市
で
６
事
業
者
が
認
定
を
受
け
て
い

る
。

若
山  

職
員
採
用
は
、
技
術
系
で
も
不

足
し
て
い
る
。
長
期
的
な
視
点
で
の
採

用
を
実
施
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
は
、
行

政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

観
点
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。
地
域
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
関

係
団
体
と
の
綿
密
な
協
議
が
必
要
で
あ

る
。
農
業
政
策

は
、
集
積
化
を

推
進
す
る
一

方
、
個
人
耕
作

者
が
、
安
心
し

て
生
産
法
人
等

に
委
ね
ら
れ
る

方
策
を
模
索
す

る
と
共
に
、
長

く
農
業
が
続
け

ら
れ
る
政
策
の

推
進
を
要
望
す

る
。

若山敬介
議員

職
員
等
の
採
用
と
成
育
に
つ
い
て

地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
・
農
業
政
策
に
つ
い
て

若
山

若
山

若
山

若
山

若
山

総
務
部
長

経
済
部
長

地
域
振
興
部
長

市
長

【
市
民
の
健
康
対
策
に
つ
い
て
】

楠
本  

市
民
の
健
康
対
策
、
健
診
（
人

間
ド
ッ
ク
）
の
３
年
刻
み
を
２
年
に
１

度
に
出
来
な
い
か
。

市
長  

健
診
体
制
や
受
診
者
数
や
費
用

等
含
め
前
向
き
に
検
討
す
る
。

楠
本  

健
康
遊
具
設
置
の
モ
デ
ル
公
園

の
設
置
を
。

市
長  

健
康
遊
具
の
設
置
は
有
効
で
、

ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面
を
併
せ
た
検
討

を
す
る
。

楠
本  

大
矢
崎

緑
地
公
園
利
用

者
へ
の
（
ト
イ

レ
増
設
等
）
有

効
活
用
を
。

市
長  

年
間
を

通
じ
て
利
用
い

た
だ
い
て
お

り
、
県
へ
要
望

し
な
が
ら
、
利

便
性
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
に
つ
い

て
】

楠
本  

介
護
関
係
以
外
の
社
会
貢
献
活

動
へ
の
取
り
組
は
出
来
な
い
の
か
。

市
長  

ポ
イ
ン
ト
制
度
に
多
く
の
市
民

が
参
加
・
活
動
さ
れ
る
よ
う
な
、
よ
り

効
果
的
な
制
度
を
研
究
し
た
い
。

【
畜
産
振
興
に
つ
い
て
】

楠
本  

遠
隔
地
支
援
と
し
て
天
草
・
熊

本
間
の
輸
送
費
支
援
で
購
買
者
の
参
入

を
。

市
長  

天
草
は
、
国
の
支
援
事
業
に
該

当
し
な
い
が
、関
係
団
体
と
協
議
す
る
。

【
安
田
市
長
の
今
後
の
政
治
活
動
に
つ

い
て
】

楠
本  

市
長
は
来
春
任
期
を
迎
え
ら
れ

ま
す
。
引
き
続
き
天
草
市
政
運
営
を
続

け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

の
政
治
活
動
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

市
長  

こ
の
８
年
間
全
身
全
霊
を
注

ぎ
、
市
政
運
営
に
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

し
た
、
１
０
０
年
後
を
見
据
え
た
持
続

可
能
な
天
草
市
を
創
る
た
め
、
今
や
ら

ね
ば
成
ら
な
い
事
、「
少
子
高
齢
社
会

と
人
口
減
少
へ
の
対
応
」等
引
き
続
き
、

天
草
市
政
運
営
を
行
な
い
た
い
と
考
え

ま
す
。

楠本千秋
議員

市
民
の
健
康
対
策
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
制

畜
産
振
興
・
市
長
の
今
後
の
政
治
活
動
に
つ
い
て

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

市
長

市
長

市
長

楠
本

楠
本

市
長

市
長

市
長

古
賀  

防
災
行
政
無
線
の
整
備
が
計
画

中
で
あ
る
天
草
市
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

Ｆ
Ｍ
局
の
開
局
を
提
案
し
た
い
。Ｆ
Ｍ

放
送
は
防
災
危
機
管
理
の
上
か
ら
も
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
点
に
お

い
て
も
素
晴
ら
し
い
力
を
発
揮
す
る
。

実
際
に
東
北
の
震
災
後
の
情
報
伝
達
に

お
い
て
は
唯
一
ラ
ジ
オ
だ
け
が
鳴
っ
て

い
た
と
い
う
事
実
も
あ
る
。
被
災
さ
れ

た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
情
報
こ
そ
が

一
番
必
要
だ
っ
た
よ
う
だ
。
天
草
市
に

は
年
間
２
８
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て

も
カ
ー
ラ
ジ
オ
で
の
受
信
が
で
き
、
農

作
業
中
の
畑
や
海
上
、
仕
事
場
な
ど
で

も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
日
の
情

報
が
実
に
リ
ア
ル
に
伝
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
交
通
渋
滞
や
イ
ベ
ン
ト
の

お
知
ら
せ
な
ど
を
細
か
く
す
る
こ
と
に

よ
り
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
向
上

さ
れ
全
て
に
お
い
て
生
活
の
一
部
と
な

り
え
る
ツ
ー
ル
だ
と
思
う
。
天
草
市
に

お
い
て
は
早
急
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ

Ｍ
局
の
開
局
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
局
が
防

災
に
及
ぼ
す
友
好
的
な
手
段
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
防
災
行

政
無
線
を
今
真
剣
に
考
え
る
中
で
当
然

の
こ
と
な
が
ら
一
考
を
要
す
る
、
そ
し

て
導
入
を
考
え
る
べ
き
一
つ
の
ツ
ー
ル

だ
と
思
っ
て
い
る
。

【
石
炭
灰
を
利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
の
安
全
性
に
つ
い
て
】

古
賀  

天
草
町
高
浜
地
区
に
苓
北
火
力

発
電
所
か
ら
出
る
石
炭
灰
を
利
用
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
製
造
プ
ラ
ン
ト
工

場
建
設
の
話
が
あ
る
が
、
安
全
性
や
地

域
へ
の
影
響
等
は
問
題
な
い
の
か
。

市
民
生
活
部    

プ
ラ
ン
ト
建
設
が
目

的
な
の
か
、
採
掘
事
業
者
の
防
災
計
画

が
目
的
な
の
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
地

域
住
民
の
安
全
と
理
解
が
な
け
れ
ば
進

め
な
い
こ
と
で
あ
る
。

古賀源一郎
議員

天
草
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
局
を

古
賀

古
賀

市
長

市
民
生
活
部
長

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

本
楠
　

秋
千

て
い
つ
に
策
対
康
健
の
民
市
①

て
い
つ
に
興
振
産
畜
③

て
い
つ
に
動
活
治
政
の
後
今
の
長
市
④

２

山
若
　

介
敬

て
い
つ
に
成
育
び
及
用
採
の
等
員
職
①

て
い
つ
に
策
政
業
農
③

３

郎
一
源
賀
古

は
と
境
環
る
せ
ら
暮
て
し
心
安
が
民
市
②

４

尾
中
　

二
友

て
い
つ

て
い
つ
に
用
活
利
の
地
有
市
の
等
地
跡
校
学
②

て
い
つ
に
観
外
の
車
搬
運
集
収
尿
し
③

５

木
赤
　

男
武

て
い
つ
に
業
事
設
建
舎
庁
本
市
草
天
①

て
い
つ
に
え
さ
押
し
差
の
産
財
る
す
対
に
納
滞
の
税
②

６

田
本
　

志
武

て
い
つ
に
展
発
的
体
一
の
市
草
天
①

て
い
つ
に
」
し
な
て
も
お
「
の
で
口
窓
②

７

﨑
浜
　

臣
昭

て
い
つ
に
設
建
舎
庁
本
市
草
天
①

て
い
つ
に
動
運
の
て
け
向
に
定
制
律
法
の
」
法
興
振
島
離
準
「②

て
い
つ
に
会
大
国
全
唄
り
刈
草
貫
魚
③

８

池
蓮
　

正
良

発
・
興
振
の
域
市
る
あ
衡
均
…
証
検
と
括
総
の
政
行
市
草
天
の
降
以
併
合
①

か
く
導
に
う
よ
の
ど
を
展

策
方
備
整
の
り
く
づ
ち
ま
②③

を
実
充
の
策
施
康
健
と
境
環
な
的
質
実
、
て
え
終
を
会
大
り
く
づ
海
な
か
豊

９

人
千
三
村
中

て
い
つ
に
地
跡
」
荘
さ
く
ま
あ
「
舎
宿
民
国
旧
町
草
天
①

10

嶋
福
　

子
啓

て
い
つ
に
）
線
平
の
水
町
田
太
（
路
道
画
計
市
都
①

て
い
つ
に
設
建
舎
庁
新
②

11

光
鎗
　

孝
秀

て
い
つ
に
想
構
本
基
備
整
館
書
図
立
市
草
天
①

て
い
つ
に
画
計
災
防
②

12

崎
浜
　

昭
義

り
く
づ
草
天
の
て
し
と
地
基
糧
食
で
用
活
源
資
域
地
①

り
く
づ
ち
ま
な
適
快
の
民
市
草
天
②

を
用
活
の
後
今
の
宅
住
営
公
に
為
の
化
性
活
域
地
③

13

田
黒
　

広
忠

て
い
つ
に
画
計
の
後
今
と
況
状
捗
進

て
い
つ
に
転
移
の
所
支
浦
所
御
会
議
協
祉
福
会
社
③

て
い
つ
に
更
変
の
所
票
投
④

14

島
脇
　

純
義

て
い
つ
に
ン
ラ
プ
革
改
院
病
①

て
い
つ
に
債
例
特
併
合
②

15

郎
一
幸
下
宮

て
い
つ
に
い
扱
り
取
の
地
有
私
る
い
て
し
用
利
共
公
①

て
い
つ
に
策
対
災
防
②

詳細はホームページで動画配信しています。 天草市議会

ウォーキングを楽しむ市民の方々

うしぶかイキイキクラブのようす


